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が発mL.1-3昭m)で阿矧こ向かうものが多いが,

LD･10附滋ではク悦 的にW7んど捉状がⅠ朋)れ机 ､(那

守=m ･ ,

5) ヨトウムシ体内に入れたγ･nTTCは処珊5分役

A:り2相."J托迄殆んどn的変化が認められず,5柑Lf'J
後に[･竹かに滅少が見られI=. それ放体内に入った γ-

BIIC.のは少は,その胴体の中指症状の発現から何役

までのttF.移とは平行的でないということが指摘出来る･
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R6sum占

The resistibil王ty ofthehrVae OfBaraEhnz

bTWSicaeL toBHCemu一sionapp7iedbydipping

andinjectionmethodswasSttldicdbythewriters

in1955inthelaboratory･BHCemulsioncone,en-/
trat王Onusedforthestudyconsistedofthefollo☆ing

components･.γ･BHClog,acetonwas'lddedto

ittoreach50cc,polyoxyethylcnealky7ester25cc.

Theresultsobtainedarcasfollows:

1) MLCofy-BHCtoeachinstarobtainedby

dippingmethodwasasfollows:7stinstar0.00048,

'2nd0.00099,3rd0.0086,4th0.086,5th0.34and
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6th0.83percent(W/V)rcspcclivcTy,ztndthe

rcmarktJlc incrcnsc of.rcsIJSlih.)1i(y to nITC
cmulsionwagfoundoutbclwecnthe2ndLtTidthe
4thinstLtrg.

2) LD･50oEγ-BIiC obtainedbyinJlcclionto

the6th 】nstarwagIlo.256･microgram･pcrll.13

gramoftheaveragebodyweight.

3) Thetimesrequ'lredfrom treatmFnttodeath
ofindividua一streatedwithBHC emulSion were

generallyshorterthanthetimesofonestreated

with DDTemu7sion.Butitwasnoticeablethat

conSiderablenumbersofindividualstreatedwith

BHCwererecoもeredfrom theirtoxicsymptoms.

JI) Thetnppeamnccofthetoxic9ymptOmSOf

treated indiv王duzlls was much faste-r in ones

,eceiv占dmoredostlgC,TLndthedisappeamnceof

thesymptomsw.1gmlJChSlowerinoncsreceived

moredosage.ItwLt90hscrvo(1tllatthelivingof

theindividualsinwh言chthe(IosagenearLD･50

wasinjectedshowedthetoxicSymptOmgfrom

about5minutesaftertrcntmcntandmanyoEthem

begantorecoverfrom theirSymptOmSbetween

1and3hoursnftcrtrentmcnt,butLtbouttitLD･10

these.symptoms were SCnrCely observed irL

appearance(Tnblc5).

'5) Itもasrcco叩n'IZCdthattheELmOuntSOfy･

BHC王nthebodiesofthe6thinst.lrhrv.1SCtlrCely

Ichangedinqu.lnlityfrom5m;nutcSl上o2hours

arterinjection,TLndslightlydecreasedzlt5hours

afterthetrcntlhcnt.Therefore,itiSabletopoint

out thatthe proces9 0E theappearanceand

d王sappearanceofthe-toxicsymptoms are notI
parallelwithtIledecreaseofγ-BHCinthebody･

PJICliminaryNotesonFicItlSttldicSOftheSnttkcB.Ha5imeFt7KAD̂ (rliologicEtlLaboratory,

Momoyamal3ranch,KyotoGakugeiUniversity,MomoyLlma,Kyoto)･Rcccivcd0ct･31,1956･

BoEytL･Kognku,22,69-74,I1957,(with…EnglishrCSllm6.74).

12･=!地類の野外における観察 壷 田町 京邪 を芸大学 桃LlJ分校 吐物半裁宅)31･10･31 別 !

常 に私 たらを畠か く;Jlがかれた恩師泰川忠告 先生のせ柵 を淀んで J;祝い
申 し上げ る

I
蛇切の野外の生芯は訊問では殆んど調べられていない･､本熟 ま京都市伏見区のm机 地相で行ってい
ろ蛇湖のiE儲湘丑の予和であ̀る. Jこのlflで蛇類の季節によるEfl現数の消長や住み切所の文移,幼蛇

の蛙式及び食性などについてわかった点を記した.

これまで日本の蛇7)野外のLji頂を調べたものはごく 断片的な~記録のみのようである.一方北米では

少く'内町･-今泉'1'の食掛こついての調査∴中原9'の ､ Carpenter5'の gartさrinakes3種2)m王Xedpopula-＼

冬頃北m ELl現期間の調ffなどがゐ引きかはいづ巾も tion に関するすぐれた野外生岱研究の他. 多くの報
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岱例えば Blancha上dl･9,3),Dunn6)などがある.準者

は税mに19'54年寄苫任以来, 分校近暖の田畑地J,Efで
蛇ylのutjク性 態調査右試み現在も継続中である.本報

には主として.1955年皮の調査で明らか′となった諸点
を収扱ったこ /

本刑矧 こあたt)糾 旨和抑鞭控を賜った京大理学部中
村鮎lnLl光11及び雄々有益な助言を脇つTこ京大烏学部円

田授郎先生に厚く感謝する.又採矧 こ助力された細居

栄三瓜 石原iE厚両君に謝意を表する.

調 査 ･方 法

刑Zf地域を定めこの区域内を随時に採矧こ行きみつ

即 こ蛇は企て捕え研究虫に持ち掃える.採袋の経路は

別に定めずその都度蛇の放りそうな所をえらんで渉き

まわったが,しかし全地域をなるべくcoverするよう

にも宅･はをはらった.1回の採壬捌こは1.5時間位かか

ち.採iLi行に際しては調査地域の地図を印刷した用紙

をArlJ11枚ずつガ空行しそれに経路,捕挫または目撃地

瓜 その他天供,気77a,地温などを記入する.研究室

では蛇の企体良 く吻鵬からfi苅は での長さ,以下itiに
〃体技"と旧す),li長,体正,特徴を記録し食餌をし

らべ相識を附ける,そうして次回の採災行のとき該地
域内の-)i:地点で放す.体長の測定は誤差を生じやす

いので休の伸長には充分注意し,2回以上測なして正

棚をJmJl:.相識は Blm chardandFinster3)に準

じ話芸;1山志す三Sdl;慧 震 …58三笠慧芸冨完芸388"t=這

いて決めた.伏uLl区丹比椛四方の田畑地相で,柄北縮

600m. 51ミ四約300mの地域である.この地域の召i柵

は新前弧川でtrEされその111は少々の田畑をへだてて伏

妃のff17野地である.新花駁川の両梓は堤防となってお

りこFは牧苛の採取地である･調査地域の西矧 まやや

拭い描i耽TT]満,北側は伏見一久我街道,南側は火弊Iii

で塊され .これら3方向はいずれも田畑地掛 こつづい

ている.地域内の田田は麦,水稲の輪作田で5月中旬

-下付ZE.刈t),6月22日～25日田植え,チ1月初年卜下 ･

付稲刈りをなしており,JTT々 に野菜畑が流入している･

季 節 的 消 長*

1955iFは4月から12月まで延169h-Jl採姑を行つT=.

伯し,うち34河は1匹も蛇に出会わなかった.捕獲叉

はr妃かけT=蛇の数を柾瑞別に示すと第1表のようにな

る.この表でみるとヤマカガシが最 も多 く全体の

63.5/0./を占め次がシマヘビの27.6%で,アオダイシ

ョウは5.1% となる.以下比較的数の多かったヤマカ

ガシとシマヘビとについて考察してみたい.

≠本項及び食性の萌の要旨は日本動物学会近親支部大

会 (昭和31年5月5日於西宮).にて訴萌した.
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Tablel. Number of/snakescaptured or

perceivedatTambabasllistudyarea,′1955.

Nameof
snakes. Nl# Eq EcNvEcon

Captured

Perceived

191 67 17 6 3 -

48 37●2 2 0 4

Total t239 104.19-8
3̀ 41377

･*Abbreviations:
Nt :NaErixLign-naligrina ヤマカガシ.
Eq :Elat･hequadT･iviTgaLa シマヘビ.
Ec :E.clz'macophora アオダイショウ.
Nv :N.vz'bakarivibakari ヒパカ.),
Ecoん:E.conspicillata デムグT).

両極が冬眠から覚めて出現しはじめた月日と,秩.

冬眠に入る田fljfjの最終出現日とをみるとヤマカガシで

は4月13日-12月2日,̀シマヘビは4月23日･.llJJ28

日となる.秋の最終由現日はどの越について81匹ず

つみられたもので.これよりすこしさかのぼり数匹ず

つとれた月日をみるとヤマカガシ11月28日,･シマへ

万がシマヘビよりも春早く出はじめて秋はおそくまで

r7;･動することになる.すなわちヤアカガシはやや低山

でも活動出来ることを示すものと思われる.これに迎

関して卵の卿化と温度との開陳にも耐矧 こ差がみとめ

､られるのは舛昧深い′ことである･即ち,ヤマカガシの

卵は240の恒弧田内でも鮮化するのにシマヘビは卿化

出来ない∴一万 300.320となるとシマヘビは企邦脚
化するがヤマカガシは300で 20% 位しか卿化せず,
320では全部死んでしまう (深臥 未発表の dataに

I
よる).

ヤマカガシ及びシマヘビの出現数 (捕獲及び口解)

を月別に柱状図表にしたのが第1図である.どちらの

Fig.1. Histogram representing Frequency
distributionofseasonalpreva一enceoEsnakes
atTahbabashistudyareain1955.Hollowzlrea
andthathatchedobliquelyshowNatnkLl'grina
andELapheqzLadrivirgaEa,respectiyely.
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和も8川 こ谷があり邪と秋とに山がある.ヤマカガシ

について7月のところTJ郡紬 こみると悶nの川現数26

匹巾22匹は上佃にN押 し,巾,下佃は夫々1匹.3匹

にすぎない.7月上佃の22匹という仙ま佃別にみると
11Jl上佃の25匹に次ぐ拓い数である.ヤマカガシの碓

卵Jmは61]下付から7月下旬,大部分は7月上旬であ

る7).荘卵ll'Jは食欲すこぶる旺盛であるから採桝のた
めElI現数が上昇するものと考えられる.産卵宙後は体

力回田のために餌をとるが..これがすむと暑さをさけ

てあまり出現しないわけである.7月中旬から8月に

かけて山現数が大へんに減少することは1956年度の羽

衣でも明らかであって,たとえ早朝や夕方に採鎚をや
っても結果は同じである.11月にTSい山があ●るのはこ

のころ四日のよくあたる堤防の石垣附近で日向ぼっこ

,をする胴体がふえてきたためである.こんな石垣など

の附近が冬眠場ITrのようである.シマヘビは山現数が

全休としてやや少いため夏の谷以タは あまりnjl瞭な

ctlrVeがみられない.

,出現故を畔舵別にみるとヤマ申ガシでは4,5,6の
3ケJlは雌が雄の倍以上にも迂するが7Jl以降は半々_

となっている.シマヘビでは数が少いのであまり判然

としたことは云えないが,4月中は雄のみ,5月以降

は'.rYに岬的i封は り多く11月は雌のみとなっている.
交fa時)抑こついて{この地域で交TBを日喋又は砕認
した月日をあげると,シマヘビは4月24日, 29日,r

5月17日,21日,rヤマカガシは10月9日,26日,

28日 (以上いずれも1956年)である.

出 現 場 用

地域内で蛇の捕坪された地点をみると季m的に切所

が少しずつ変移していることがわかる.4月は殆んど

企てが新市WIITの堤防又は四郎TElの戸別こ沿った地点で捕

えられ しかも冬眠場所と思われる地点b)附近に舛申

してみつかる.′畑中の畦などではみつからない.5月

になる･と調査地域中央部の畑からも少々捕えられるが

大部分はやはり堤防又はその近くである.6月になる

と粒関附近と田の申とで捕えられる蛇が半々となる.

このころから田には水が少しずつ注入きれ したがっ

て蛙も沢山田にみられるようになる.田机えはこの月

の下旬である.7月から9月までは大部分の蛇はmの

帖にそった珊iほmの小川のふちで捕えられる.ところ
が10月になると的んどが攻防附近にうつり田の巾では

-あまりみかけなくなる.-この節,稲がみのり田には水

が少く.白サギがJfY･をT3してmのlL'lJの小川に瓜などを
あきる.llJ]も先月にひきつづき攻防に多いが寒くな
るにつれてmJ77的に石Jiiなどのところに班まってくる.

以上を公約してみると群は先ず冬間切JVrの近くに出現

しはじめ,32になるにしたがい仝矧こひろがり,秋と

柑こ又冬爪即功所の方へ災まる傾向がみ られ､る.

CarPenter51もga【tersnakeSについてこのような幌

向を捌内している. .

･･ 体 長 と 稚 碓

mえた蛇の体長別,雌班別の柱状図表をつくると節

2図及び第3図となる.こTLIらの図から推論出来るこ

とは‥先づ幼蛇が比較的少い とい うことである.

Blanchard21の Ted･belHedsnal⊂eについての調査

/でもやはり幼蛇が大へん少い.彼はこゐことを幼蛇2)

huu
a

nb
aJh

Length (bm)

Fig.2. Histogram rcprcscntjng ∫;equency
distributionoEbodylengthofNaLrZxtl'grina
collected in 1955. Hollow areaand that

hatched obliqueTy show malcチnd female･
respectively.

∵｢∴ ｢ 言 rb 云 r∩

霊 等豊 富 … 星 … 蔓 =喜 芸 芸

Length (cm)

Fig.3･ Histograふ rcpreSenting ErcqllenCy
distrjbut王onofbodylengthofEZL7f･JLCqMdrl'-
tlt'′即LCCOllected王n1955.Hollow Ttre.1nnd
thntl､atchedobliquclyshowmaleAndfen.lle,
rcspective7y.

生長が申いためだろうと打はIJしている.ヤマカガシな

どについてもそのJ:うに-'rl･えられる.按述のLJ長の項

を参照きれたい.次に.これまでの記録7)によれば産

卵した雌雄の殺小個体の休矧まヤ.マカガシ72cm,､シ

マヘビ 90cm であるから1応この体長を成蛇の目安

としてみると.ヤマカガシもシマへ,t='も共に雌は成蛇

となったものが多くとれることがわかる.雄の成蛇D,

体長については兼だ断言し得ないが,-ヤマカキシでは

60cm 代で成鞄Jtなるものらしい.この根拠となるも
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うひとつの印実は飼育してみても,確は70cm代まで

どんどん伸長するに反し,雄では60cm代で体長の成

長がやや綬艶となることである.シマヘビでは図でみ

る迅り紬こ長大な個体が多い.抑捜蛇の全数を性別に
みるとヤマカガシは雌109匹雄82匹で雌がやや多い･
シマヘビでは雌46匹雄21匹となっている.

生･ 長*

調査地域では放蛇した個体が再捕接されることが割■

合に多い.又,,卵から卵化させf:幼蛇を1954年以降こ

の地域に放しているのでそれらの再捕により幼蛇の生

長について, かなり明らかとなってきた.本項では

1956年10月までの dataを.もとにして考娯した.

ヤマカガシもシマヘビも柑 こ生長は大変不tllJTjいであ/

るが塩狩の早いものをみると,ヤマカガシの雌では卵
化当時平均 22cm のものが11月 42cm,′翌年 (2年

口)5月 45C叫 6月 56cm∴10月 80cm となり,3

年日秋 94cm,4年自炊 102czTiとなる.雄では体長

のl戊Ltがややおそく, 2年日9月 68cm,3年目9月

80cm,4年日秋 87cm となる. .iマヘビは9月#化

時平均 29cm であるが,それが2年日4月 43cm,6

月 52cm,9月 88cm,3年日秋 102cm,4年日秋

106cm となる･ 以上はいずれも生育の早い.ものにつ

いてみた似合であるが,このような胴体ではヤマカガ

笥 2 2 1巻-I

シでは2年日秋に,シマヘビでは3年目秋にはJ戊蛇の

･体呼こ述することがわかる･北米のTropidocloふion
lineatum4), Storerz'aocciplomaculaEa℡',-及びS.
dekayilO)などはいずれも3年日赤 (secondspring)

に成熟するとい?ている.ヤマカガシやシマヘビのJ成

熟7)時期 (年令)については今後の調査を必詔とする

が木体成蛇の体長に達したころではないかと釧粂され

ち.第2表及び弟3表に芦別ヒした蛇の再捕控2)data

の1部分を示した.

食 性

捕えた蛇は全て田内容物を吐き出させて食餌をしら

べた.ヤマカガシは191匹のうち田内に附を有してい

た個体は62匹,即ち含餌率32.5%である.金印の内

訳はトノサマガエル'(1匹乃至数匹.以下同様)が糾

となっていたのが41回,アマガエル11軌 ヌマガェ

ル9回,消化され種名不詳の蛙4回であるがこのうち

トノサマガエルとアマガエルの両方を呑んでいた例は

3回である.要するに餌としては蛙靭ばかりが兄山さ

れたわけである. シマぺどでは67匹調べたうら金印

を有していにもの18匹,合印率 訂.0%.内訳はトノ

サマガエル8臥 ハタネズミ､3臥 カナへt='2帆 ヌ了

ガェル2回,ツチガエ)I,1回.アマガエル1回,洞化

-されて招iTl不詳の蛙1回である.これで時蛙抗72%,
Table2. GrowthdataonNaETiXtt'grina(partialextracti6n).

RecapturedduringthesameautumnashatchedI

卜

Recapturedduringthefo一lowingautllmn

Recapturedduringthethirdautumn

Åug.28,1954

Åug.22,1954

Sep.ll,1956

0ct. 9,1956

､*Spermatozoawerefoundinthecloacaundermicroscopicexamination,′showirlgthisfen.lle

wasJustaftercopulation･ ､1
**ThissnakewascopulatingwithNo.1256malや(totallength74cm.).

*本項の要旨は希27回日本動物学会大会 (昭和31年10月10･El於金沢)にて調拭した.
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Table3. GrowthdataOnElopheqlIOdrl'vl'r押ta(p(lrthIextrtLCtJ'on).

RectlpturedduringtheSameautumnaghatched

Recaptured'duringthefollowingautumn

Recapturedduringtlle~tIlirdautumn

Sep.16,1954

Sep.15,1954

t̂柑.23,1956

(iuunRe.芸:ll,95566

ネズミ.17%,カナヘビ11% ということになる･

含餌率については内乱 今泉‖)はヤマカガシ44･0%,

シマヘビ34.9%,またCarpenterS)は gartcrsnakes

3柾の平均として 24お をあげている.ヤマカガシは

ヒキガエル.アオガエル, ドジョウなどをも食べるが

調査地域にはトノサマガエルが殻も多く,次いでヌマ

ガェル,アマガェルの唄であり.ヒキガエルやアオガ

ェルなどは殆んど見かけないので,したがって食餌と

㌧ても現われてこないものと考えられる･

摘 要

京都市の柄方',丹波桁附近の田射地相で蛇塀の野舛

観窮からわかった次の諸点を記しI:.

1. 捕えた蛇のうち投も多かつT:のはヤマカガシで

63.5% を占め次いでシマヘビ27.6%,アオダイシヨ

に雌が 901100cm 台にたいして印の方に長大なもの

が多い.

5･ 幼蛇の生材 ま大変不叩 ､であるが生符の早いも
のではヤマカガシでは舛化して2fT:口の秋に,シマヘ

ビでは3年日の秋にl戊蛇の体長に述する.

6･ 円呼こ食別を71-していた佃仙 まヤマカガシ̀ではl
捕えたもののうち32.5%, シマヘビは 訂.0% であ

った.円内に見川された仙女ヤマカガシでは比類ばか

りで, トノサマガェル.アマガェル.ヌマガエルの項

であった.一シマヘビでは蛙懲 72%.ハクネズミ17%,

カナへt:Ill,0./であった.
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R6sum6 ∫

PrescntpaperdealswiththeobservationsoEthe

snakesinthefie一ds,at.Tambabashi,south off

KyotoCity.Table1sI10WSthenumberofsnakes

･capturcdbてPerCeivedinTheyear1955.INaEfix

tl'gT:tTZaismostabundanthereoccurring63.5per

cent,andthe nextbeingEloPhequadriviTgata

with27.6percent.Seasonaloccurrencesofthe

two speciesareshowninFig.1. N.ligrina

appearedbetweenApril13andDecember2,and

E.-quadriviTgafa appeared frdmIApril 23 to

No,ember28,in1955.1n summer thesharp

decreaseoftlumberis与otcd･Egg-laying'season

ofN.11gritZa王sfromthelastpartofJunethrough ′

July, andE.quadriviJg拐tafrom′ear】yJulyto＼
earlyAugust･ ThematingseasonofE･quadri-

viqaEaisfrom thelastpartofApriltothelast

ofMay,whileN.ll'grinacopulates′inOctober･

LLocalitieswherethesnakcSappearedvariedby

seasons.InApri一,allsnal⊂eswerefoundonor

neartherivFrbanl'wherethehibernaculaseem

tobelocate(I.Asthespiingdaysbecamewarmer,

snakesmovedintothemiddlepartoftheficlds,
sotIlat山emostsnakesweresecuredthere.On

Octobersomesnakeswerei?un年.?nth'cbank
again,andinNovember,thebankvereoccupied

by.thePnakes･As itbecamecold,snakeswere

confined to localized spots,益here aboutthcy

hibernatethrough the winter. Abundance of

variousbody､】engthsofthetwospeciesarellisto･

gramedinFigs.2and3.MalesofadultN.EL'gn'na

areshorterintotallengththanthelfemaleswhilc

thema一esofE.quadriviTgataarelargerthantho

fema一es.

Thereisconsiderab一e,variationintherateof

growth.Thequl'cklygrownbabiesofN.il'grt'lZa

attaintlleiradult･lengthinthesecondautumn,and

E.､quadriviTgaLainthethirdautumn.Tablcs2

and3showsomedataongrowth.About32per

centofthecapturedN.ll'grillaand27Percent

ofE.qd riviTgaEahadsomefecdintheirstomachs.

Allfoodsfoundin theformerstomachs-wcrc
I

frogs, inc一uding Rand nigromaL:ulata, HyZa

arboT･eaJaponica,andR.limnocharis.Foodsof

E･quadrivi,galayerefrogs(72%),ficldmicc
(17%),andTaTydT･OmuStaCFLydromoides(ll,cc/).

TJICEffcc一ofSodiutn'chloridcPrescnlintheAIcdium ontheOviposilionzlntlViallili一y

of_Ae-dosaegMliLinn.GoitiNAI【̂TA(KyotoLabo-ratoryofPublicHea一th,Kyoto)･Reccivcd
Nov.1,1956.Botyu-Kagaku,22,74-80,1957,(withEllglishr色sume,80).

13. ネッタイシマカの蓮如並びに生育に及ぼす水域の NaCl濃度の影響 q咽 五一 (石瀞 1,･
祐LJi研究所)31.ll.1 受理

著者が昆虫学に志 して最初 に教 を受けた暴川忠昔先生のせ稀 をお祝いす

るにあた り本稿 を苑衣す ることの由東 た'のは著者の大 きな首びである.∫
拙い論文であるが心か らの感謝 を以 て春川先生に捧げたい.

ネッタイシマカを飼育して.,和々の渋皮の NaCl浴紋に対する選択的産卵状屈と,＼卵,助血 焔

の吐布地びに発Tf状眉を嗣べた鮎凪 1本琴の産卵並びに生育を許す NaCl泣皮の限界は 0.75-
1.00/oi附辻にあることが判った.

ネッタイシマカAe'desaeByPliLinn.は, 黄熱並

びにデング熱2)蝶介蚊として.●相生動物学的に投もEi一

変な柾類である.現在では全世界の熟狩,亜熱弓削出方

に広く/分布しており,殊に港湾や大河の流域に多いと

考われている･この郁夫は,木槌が船舶によって各地

に移入せられる機会が多く,且つそこの環坑に馴化し

柑る他力が大であることを示唆する.本位がこのよ′う

に船やfJjに開拓の深い碓現であるならば,木柾の生育

と水城の'NaCl弧喋との関野 頓討してわ′くことが,I
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生物学的にも防除上にも必要であろう.以上の見地か

ら一速の実験を行ったので.以下にその概IAfをWLi;･す

a.

実験材料と飼育方法

材料は1943年秋に,フ牛)ピンより送られた卵を鮮

化せしめ,以後tjミ京の旧W13坪軍医学校で黙ICAWI.した
系統を17]し?た･この間の飼育は,夏季は宝払 冬季は

.2,50中腰 の卿 叩 頭 窄し,幼軸 まエアオスか は
＼


